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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 腫瘍内不均一性に着目した悪性腫瘍の病態解明に関する研究 

 

Ⅱ. 悪性腫瘍の新規モデルマウス樹立に関する研究 

 

Ⅲ. 放射線・Radioisotope(RI)を用いた診断および治療開発に関する研究 

 

Ⅳ．放射線・RI の医学教育に関する研究 

 

RI・腫瘍病態学では、モデルマウスを用いた悪性腫瘍・難治性疾患の病態解明に関する研究を行ってい

ます。これまで、免疫不全マウスを用いたモデルマウスにより、腫瘍内不均一性に着目しながら、液性因

子や転写因子の制御機構に焦点を当て、悪性腫瘍の病態解明および新規治療法の開発に取り組んできまし

た(Cancer Sci 2012, Cancer Lett 2013, Int J Hematol 2013, Eur J Cancer 2014, J Cancer Res Clin Oncol 2015, 

Leuk Res 2016, Oncogene 2017, Neoplasia 2024)。さらに、遺伝子改変マウスを用いて、がん抑制に関わるシ

グナル伝達経路の機能解析を行ってきました(Oncogene 2017, Development 2018, Cancer Cell 2021, Nat med 

2022)。 

また、アイソトープ総合施設、大江地区・黒髪地区アイソトープ施設と密接に連携し、放射線・RI を用

いた研究支援や教育を行うとともに、放射線・RI を用いた診断・治療法の開発に取り組んでいます(Explor 

Target Antitumor Ther 2024, Cureus 2024, Blood Rev 2025, World J Clin Oncol 2025)。 
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【ホームページ】
http://irda.kuma-u.jp/divisions/radioisotope_and_tumor_pathobiology/radioisotope_and_tumor_path
obiology.html 
 

 

【特殊技術・特殊装置】  
 
1. 細胞増殖・細胞死・細胞周期の解析  5.  テトラサイクリン等の薬剤を用いた遺伝子制御 

2. 超免疫不全マウスを用いた in vivo 解析 6. 次世代シーケンサーを用いた解析 

3. 血液細胞の分化誘導 7. 免疫組織染色 

4.  代謝・活性酸素の分析     8. RI を用いた細胞研究 
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